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③見直し結果に
基づく予算

平成１９年度以降の予算に
反映

９　効果額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：万円）
（いくら節減できるのか）

②方針案に基づ
く協議

団体などとの協議

目標
値

定義・算定式

①庁内検討会
の実施。方針の
整理

平成１８年３月までに実施３回

６　成果
（どうなるの
か）

財源の効率的配分。団体の自立の促進、公平性の確保

７　活動指標
（何をどれだけ
やるのか）

２０年度１９年度１８年度１７年度

８　工程表（いつ完了するのか）　上段：計画　下段：実績
指標名

２１年度～

４　対象等
（なにを・だれ
を）

補助金

５　実施内容
（何をどのよう
にやるのか）

全ての補助金について、補助の目的、内容、基準等の調査を行い、その必要性・公平性を検証
するための方針を策定し、予算に反映させます。

１　実施事項名 補助金等の適正化

３　現状・問題
点・必要性（な
ぜやるのか）

補助金は、公共性・公益性のある特定の事業や団体に対し、育成を目的に支出するものです
が、社会情勢の変化に伴い、その必要性・公平性が問われている。

２　担当課
各関係課

(主：自立推進課)

《未達成の場
合》原因及び今
後の対策
（これからどう
するのか）

町単独補助金について、従来通り補助金要綱の精査、見直しを３年ごとに行う。　併せて内容、
性質ごとに分類し、補助対象者や補助事業について分析し、整理していく。　　また、補助要綱等
の見直し状況、また補助先などについて広報等により公表するなど補助金の透明化を確保す
る。

（いくら達成できたのか）
１１　実施状況
（どうやったの
か）

検討会（行革幹事会）において補助金の見直しについて協議した。（３回）　　町単独補助金の内
容、性質等を分析し、分類するようにした。

１０　達成率　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：％）
 


